
■　潰さない会社を創るの書籍詳細

100年企業創り株式会社　
経営コンサルタント　小野知己・日髙安則/著

2026 年３月 10 日発行　定価：2,420 円 ( 本体 2,200 円＋税 )

『潰れない会社』は、状態にすぎない
『潰さない会社』は経営者の意志である

〇自社成熟度の客観的な評価からはじめる、
　経営理念を「軸」として革新を目指す経営者のための羅針盤

〇『100年継続する企業のＤＮＡ創り』を支援する
　経営コンサルタント会社による、

　・会社の現実の状態を知るための成熟度評価とそれを
　　高めるために必要な考え方
　・社会の急激な変化にも揺るがない、
　　経営理念を軸としていくための取り組み　など

『潰さない会社』を創りはじめる経営者の第一歩を後押しする一冊

四六判　ソフトカバー　204頁 



9784902717525

1920034022009



目 

次
 

プ
ロ
ロ
ー
グ  

 

2

今
の
ま
ま
で
会
社
は
存
続
で
き
ま
す
か 

2

潰
さ
な
い
会
社
を
創
る 

3

潰
れ
な
い
と
潰
さ
な
い
の
違
い 

4

革
新
が
進
む
企
業
と
進
ま
な
い
企
業 

5

「
変
化
に
対
す
る
企
業
の
姿
勢
」
は
、
経
営
者
の
姿
勢
に
よ
っ
て
決
ま
る 

6

経
営
者
が
創
る
“
潰
さ
な
い
会
社
創
り
” 

7

本
書
の
構
成 
10

読
者
層 

10

本
書
で
気
付
い
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と 

11
 

第
一
章

　会
社
の
成
熟
度
と
は
何
か  

 

21

企
業
が
存
続
す
る
た
め
に  

 

22

　⑴
社
会
の
変
化
に
対
応
す
る 

22

　⑵
新
た
な
社
会
的
価
値
を
創
造
す
る 

24

14

　⑶
独
自
の
経
営
軸
を
構
築
す
る 

24

　⑷
変
化
を
善
と
す
る
企
業
文
化
を
創
造
す
る 

26

革
新
に
対
す
る
組
織
の
状
態
を
評
価
す
る

　～
成
熟
度
と
は
何
か
～  

 
28

　⑴
企
業
ご
と
に
革
新
に
対
す
る
組
織
の
状
態
が
違
う 

28

　⑵
成
熟
度
の
レ
ベ
ル
の
概
念 

28

成
熟
度
か
ら
診
る
革
新
で
き
な
い
背
景  

 

31

　⑴
問
題
が
な
い
と
い
う
問
題
：
Ｄ
レ
ベ
ル 

31

　⑵
対
立
状
態
か
ら
は
、
革
新
は
継
続
し
な
い
：
Ｃ
レ
ベ
ル 

32

　⑶
価
値
観
が
共
有
さ
れ
て
こ
そ
、
革
新
が
生
ま
れ
る
：
Ｂ
レ
ベ
ル 

32

　⑷
経
営
革
新
が
起
こ
り
、
会
社
全
体
で
価
値
を
創
造
す
る
：
Ａ
レ
ベ
ル 

33

成
熟
度
を
評
価
す
る
視
点  

 

34

　⑴
会
社
の
状
態
の
視
点 

35

　⑵
会
社
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
視
点 

37

成
熟
度
の
価
値  

 

44

　⑴
手
段
と
し
て
の
成
熟
度
の
価
値 

45

　⑵
成
熟
度
評
価
の
解
釈 

46

目次15



 

第
二
章

　成
熟
度
を
高
め
る
た
め
に  

49

成
熟
度
を
診
断
す
る  

 

50

　⑴「
成
熟
度
診
断
簡
易
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
の
体
験 

50

　⑵
成
熟
度
向
上
へ
の
革
新
モ
デ
ル 

52

　⑶
成
熟
度
を
評
価
す
る
姿
勢 

52

　⑷
成
熟
度
の
現
実
の
姿
を
整
理
す
る
視
点 

53

　⑸
経
営
陣
内
の
評
価
ギ
ャ
ッ
プ
と
課
題
抽
出 

55

成
熟
度
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ  

 

56

　⑴
成
熟
度
を
高
め
る
会
社
の
軸 

56

　⑵
成
熟
度
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
向
け
た
取
り
組
み 

58

　⑶
Ａ
レ
ベ
ル
か
ら
“
潰
さ
な
い
会
社
創
り
”
へ 

61

“
潰
さ
な
い
会
社
創
り
”
に
必
要
な
「
一
如
」
の
捉
え
方  

 

62

　⑴
潰
さ
な
い
会
社
像 

63

　⑵
一
如
の
概
念 

64

　⑶
気
付
い
て
い
な
い
「
一
如
」
の
取
り
組
み 

65

　⑷
一
如
の
企
業
の
事
例 

66

成
熟
度
レ
ベ
ル
間
の
ギ
ャ
ッ
プ  

 

68

　⑴
ギ
ャ
ッ
プ
の
本
質
を
知
る 

68

16

　⑵
Ｃ
レ
ベ
ル
と
Ｂ
レ
ベ
ル
と
の
ギ
ャ
ッ
プ 

69

　⑶
ギ
ャ
ッ
プ
を
乗
り
越
え
る
た
め
に 

71

安
易
な
成
熟
度
向
上
へ
の
取
り
組
み
は
リ
ス
ク
を
伴
う  

 
72

　⑴
性
急
な
組
織
革
新
に
よ
る
混
乱 

72

　⑵
事
例
か
ら
学
ぶ
べ
き
リ
ス
ク 

73

 

第
三
章

　マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
経
営
か
ら
会
社
の
軸
経
営
へ
の
脱
皮  

 

77

今
ま
で
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
経
営  

 

78

　⑴
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
経
営
の
よ
さ 

78

　⑵
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
経
営
の
悪
さ
（
限
界
） 

79

　⑶
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
経
営
の
本
質 

83

今
か
ら
は
「
会
社
の
軸
経
営
」  

 

85

　⑴
な
ぜ
「
会
社
の
軸
経
営
」
が
必
要
か 

85

　⑵
「
会
社
の
軸
経
営
」
に
つ
い
て 

87

　⑶
会
社
の
軸
経
営
で
注
意
す
べ
き
こ
と
（
悪
さ
） 

88

大
切
に
し
て
い
る
考
え
方
を
点
検
す
る  

 

91

　⑴
会
社
（
組
織
）
の
客
観
的
な
現
状
把
握
と
認
識 

92

目次17



　⑵
自
社
の
あ
り
よ
う
と
経
営
理
念
の
関
係
を
整
理
す
る 

100

　⑶
歴
史
か
ら
学
ぶ 

102

自
社
の
現
状
把
握
の
４
つ
の
視
点  

 

104

　⑴
経
営
理
念
・
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
の
浸
透
と
共
感 

105

　⑵
顧
客
本
位
：
自
社
の
顧
客
価
値
を
認
識
す
る 

105

　⑶
独
自
能
力
：
自
社
に
し
か
な
い
独
自
能
力
を
認
識
し
磨
く 

110

　⑷
人
財
育
成
：
社
員
の
価
値
に
向
き
合
う 

115

　⑸
人
財
育
成
を
追
究
す
る 

119

 

第
四
章

　会
社
の
軸
経
営
を
実
践
す
る  

 

127

経
営
理
念
を
磨
き
上
げ
る  

 

128

　⑴
経
営
理
念
の
基
本
的
な
考
え
方 

129

　⑵
今
の
自
社
の
経
営
理
念
を
分
析
・
評
価
す
る 

133

　⑶
経
営
理
念
を
現
場
第
一
線
社
員
に
至
る
ま
で
周
知
・
徹
底
す
る 

135

　⑷
経
営
理
念
を
磨
く 

136

経
営
理
念
が
独
自
能
力
を
創
造
す
る  

 

140

18

自
社
の
存
在
価
値
を
昇
華
す
る  

 

142

　⑴
自
社
の
存
在
価
値
（
存
在
意
義
）
を
整
理
、
確
認
す
る 

142

　⑵
会
社
の
成
長
と
社
員
の
成
長 

144

よ
き
企
業
文
化
・
企
業
風
土
を
醸
成
す
る  

 
150

　⑴
企
業
文
化
・
企
業
風
土
と
は
何
か 

151

　⑵
企
業
文
化
・
企
業
風
土
の
醸
成 

154

　⑶
人
財
の
育
成
と
経
営
理
念
と
企
業
文
化
・
企
業
風
土
の
関
係 

155

 

第
五
章

　中
小
企
業
の
経
営
者
の
使
命
と
役
割  

 

163

中
小
企
業
の
経
営
者
の
使
命  

 

164

　⑴
使
命
と
は
何
か 

165

　⑵
会
社
は
社
会
の
公
器 

165

　⑶
会
社
を
潰
さ
な
い
経
営
者
の
使
命
観 

167

　⑷
潰
さ
な
い
会
社
を
承
継
す
る
事
業
承
継 

169

中
小
企
業
の
経
営
者
の
役
割  

 

170

　⑴
決
断
す
る 

171

　⑵
現
場
で
意
志
決
定
で
き
る
よ
う
に
す
る 

175

　⑶
挑
戦
が
価
値
を
生
む
仕
組
み
を
構
築
す
る 

176

目次19



経
営
者
の
意
識
革
新  

 

177

　⑴
経
営
者
の
成
長
と
成
熟
度
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ 

177

　⑵
経
営
者
自
身
の
成
熟
度
を
評
価
す
る 

180

　⑶
環
境
の
変
化
に
ぶ
れ
な
い
判
断
軸
を
構
築
す
る 

185

　⑷
社
員
と
向
き
合
う 

186

　⑸
社
会
と
向
き
合
う 

188

　⑹
革
新
す
る
企
業
文
化
の
醸
成 

189

経
営
革
新
は
、
経
営
者
の
最
大
の
仕
事
で
あ
る  

 

191

 

成
熟
度
診
断
簡
易
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト  

 

194

 

エ
ピ
ロ
ー
グ  

 

200

20

“
潰
さ
な
い
会
社
創
り
”
に
向
け
た
問
題
提

起
と
、
企
業
の
革
新
に
対
す
る
姿
勢
を
評

価
す
る
成
熟
度
の
捉
え
方
を
解
説
す
る

会
社
の
成
熟
度
と
は
何
か

第一章



―
プ
ロ
ロ
ー
グ
―

今
の
ま
ま
で
会
社
は
存
続
で
き
ま
す
か

　
セ
ミ
ナ
ー
や
勉
強
会
で
、
幾
度
聴
い
た
問
い
か
け
だ
ろ
う
か
。

　
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、
毎
年
、
数
百
人
の
経
営
者
と
お
会
い
す
る
機
会
を
い
た
だ
い
て
い
る﻿

１
０
０
年
企
業
創
り
株
式
会
社
（
以
下
、
我
々
）
も
経
営
者
に
対
し
て
、
同
様
の
質
問
を
投
げ
か
け
る
場
面
が

あ
る
。
そ
の
時
、
多
く
の
経
営
者
は
Ｎ
Ｏ
と
答
え
、
現
状
に
対
し
て
高
い
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
る
。
特
に
、
こ
の
本
を
手
に
取
っ
た
あ
な
た
は
、
健
全
な
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
方
だ
と
確
信
し
て

い
る
。

　
一
方
で
、
現
状
に
対
し
て
高
い
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
何
を
」「
ど
の
よ
う
な
基
準

で
」「
何
を
目
指
し
て
」
革
新
し
て
い
く
の
か
、
明
確
に
で
き
て
い
な
い
経
営
者
も
多
い
。
で
は
、
会
社
を
存
続

さ
せ
る
た
め
に
、「
ど
の
よ
う
に
考
え
て
」、「
何
を
大
切
に
し
て
」
革
新
の
方
向
性
を
明
確
に
す
る
べ
き
な
の

か
。
１
０
０
年
存
続
し
て
き
た
、
１
０
０
年
企
業
の
経
営
者
の
言
葉
に
ヒ
ン
ト
を
求
め
た
。

2

潰
さ
な
い
会
社
を
創
る

　
１
０
０
年
企
業
の
経
営
者
に
、「
な
ぜ
創
業
か
ら
現
在
ま
で
、
会
社
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
」
そ
の

秘
訣
を
聴
く
と
、
例
え
ば
食
品
製
造
業
の
Ｍ
社
長
は
、

　「
代
々
経
営
者
が
潰
れ
な
い
よ
う
に
必
死
に
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、
今
ま
で
継
続
し
て
や
っ
て
く
る

こ
と
が
で
き
た
」

　
ま
た
、
老
舗
旅
館
の
Ｎ
社
長
は
、

　「
会
社
は
社
会
か
ら
の
“
預
か
り
も
の
”、
次
の
世
代
に
継
い
で
い
く
こ
と
が
私
の
使
命
と
考
え
て
い
る
」

　
さ
ら
に
、
老
舗
小
売
店
の
Ｏ
社
長
は
、

　「
お
客
様
と
社
員
の
た
め
に
、
日
々
、
新
た
な
店
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
」

　
と
答
え
ら
れ
る
。

※
本
書
で
は
、
複
数
世
代
に
亘
り
、
事
業
承
継
を
果
た
し
て
い
る
長
寿
企
業
を
総
称
し
て
「
１
０
０
年
企
業
」

と
呼
ん
で
い
る
。

※
本
書
で
は
、
社
員
を
、
正
社
員
だ
け
で
な
く
「
企
業
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
人
」
の
総
称
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
経
営
者
の
認
識
や
経
営
の
実
態
か
ら
、
我
々
は
、「
１
０
０
年
企
業
創
り
」
の
本
質
は
、“
１
０

﻿﻿プロローグ3



０
年
継
続
す
る
企
業
を
目
指
す
”
の
で
は
な
く
、

　“「
潰
れ
な
い
企
業
」
を
創
り
続
け
る
こ
と
＝「
潰
さ
な
い
会
社
」
創
り
”

だ
と
考
え
て
い
る
。
企
業
は
存
続
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
従
っ
て
、
１
０
０
年
企
業
創
り
は
通
過
点
で
あ

っ
て
、
経
営
の
現
状
を
変
え
、
経
営
を
革
新
す
る
目
的
は
“
潰
さ
な
い
会
社
創
り
”
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
し
て
、
数
多
く
の
１
０
０
年
企
業
の
経
営
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
基
づ
き
“
潰
さ
な
い
会
社
”
と
は
、「“
社

会
の
夢
”
と
“
社
員
の
夢
”
と
“
会
社
の
夢
”
が
切
磋
琢
磨
し
て
い
る
会
社
」
と
定
義
づ
け
て
い
る
。

潰
れ
な
い
と
潰
さ
な
い
の
違
い

　
本
気
で
、
経
営
を
革
新
す
る
た
め
に
、“
潰
れ
な
い
”
と
“
潰
さ
な
い
”
の
違
い
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　“
潰
れ
な
い
”
は
、
会
社
の
状
態
を
現
す
言
葉
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、“
潰
さ
な
い
”
は
、
経
営
者
の
意

志
を
示
す
言
葉
で
あ
る
。
つ
ま
り
、“
潰
れ
な
い
”
会
社
の
状
態
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
は
、
企
業
経
営
に
お
い

て
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
、“
潰
れ
な
い
会
社
の
状
態
”
を
創
り
続
け
る
“
潰
さ
な
い
と
い
う

覚
悟
”
を
持
っ
た
行
動
が
、
経
営
者
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
経
営
者
が
“
潰
さ
な
い
覚
悟
”
を
持
つ
た
め
に
は
、
企
業
の
価
値
を
整
理
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

4

企
業
の
価
値
を
整
理
す
る
前
提
と
し
て
、
あ
な
た
の
会
社
は
、
社
会
的
な
価
値
を
創
造
す
る
、
社
会
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
顧
客
が
い
て
、
売
上
・
利
益
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
社
会
的
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
だ
か
ら
、
経
営
者
に
は
“
潰
さ
な
い
覚
悟
”
が
不
可

欠
と
な
る
。革

新
が
進
む
企
業
と
進
ま
な
い
企
業

　
経
営
の
現
場
に
お
い
て
は
、
会
社
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に
、
必
死
で
経
営
革
新
に
取
り
組
む
経
営
者
の
姿
が

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
会
社
で
は
、
①
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
②
経
営
戦
略
を
構
築
し
た
上
で
、
③
活
動
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
落
と
し
込
む
、
さ
ら
に
、
④
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
た
経
営
戦
略
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
。

　
我
々
も
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、
多
く
の
企
業
の
経
営
革
新
を
支
援
し
て
き
た
が
、
そ
こ
で
気
付
く

こ
と
は
、
経
営
革
新
が
進
む
企
業
と
、
経
営
革
新
が
進
ま
な
い
企
業
あ
る
い
は
経
営
革
新
は
進
ん
で
い
る
が
遅

行
す
る
企
業
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
経
営
革
新
の
進
捗
度
合
は
、
ど
の
よ
う
な
要
因
で
違
い
が
生
ま
れ
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
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経
営
革
新
に
向
け
た
前
述
①
～
④
の
一
連
の
経
営
活
動
を
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
経
営
」
と
定
義
付
け
ら
れ
る
が
、

経
営
革
新
の
進
捗
状
況
に
差
異
が
生
じ
る
と
い
う
こ
と
は
、「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
経
営
」
の
よ
し
悪
し
で
は
な
く
、

別
の
要
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
我
々
は
、
そ
の
要
因
を
「
企
業
文
化
」
と
定
義
付
け
て
い
る
。

　「
企
業
文
化
」
と
は
、
仕
組
み
を
運
用
す
る
と
き
に
影
響
を
与
え
る
「
企
業
独
自
の
考
え
方
」、“
習
慣
”
に
基

づ
く
「
行
動
様
式
」
を
い
う
。
従
っ
て
、
よ
い
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
経
営
」
の
取
り
組
み
が
あ
っ
て
も
、「
企
業
独

自
の
考
え
方
」「
行
動
様
式
」
を
変
え
な
け
れ
ば
、
経
営
の
革
新
は
起
こ
ら
な
い
の
で
あ
る
。

「
変
化
に
対
す
る
企
業
の
姿
勢
」は
、経
営
者
の
姿
勢
に
よ
っ
て
決
ま
る

　
中
小
企
業
の
場
合
、
企
業
の
姿
勢
を
決
め
て
い
る
の
は
、
経
営
者
の
姿
勢
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
事
実
、
経
営
革
新
が
進
ん
で
い
る
企
業
は
、
経
営
者
と
社
員
の
間
で
「
経
営
者
の
価
値
観
に
対
し
て
魂
の

レ
ベ
ル
で
の
共
感
」
が
定
着
し
て
い
る
。
魂
の
レ
ベ
ル
で
の
共
感
と
は
、
経
営
者
が
追
究
す
る
価
値
観
と
具
現

化
す
る
行
動
を
、
社
員
が
、
知
識
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
日
常
の
こ
と
と
し
て
受
け
容
れ
る
こ
と
に
加
え
、
社
員

自
ら
が
経
営
者
と
同
様
に
考
え
、
行
動
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
企
業
の
経
営
者
は
、
会
社
の
価

値
観
を
社
員
に
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
自
ら
が
「
言
行
一
致
」「
知
行
合
一
」
の
姿
勢
を
徹
底
し
て
お
り
、
結
果

6

と
し
て
、
価
値
観
に
対
す
る
「
言
行
一
致
」「
知
行
合
一
」
が
社
内
に
浸
透
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、「
経

営
者
の
価
値
観
に
対
し
て
魂
の
レ
ベ
ル
で
の
共
感
」
が
進
ん
で
い
る
企
業
で
は
、
全
社
一
丸
と
な
っ
て
本
気
で

革
新
す
る
の
で
あ
る
。

※
本
書
で
は
、
中
小
企
業
の
範
囲
を
中
小
企
業
基
本
法
に
定
義
さ
れ
て
い
る
中
小
企
業
者
・
小
規
模
企
業
者
に

加
え
て
、
改
正
産
業
競
争
力
強
化
法
に
定
義
さ
れ
て
い
る
中
堅
企
業
（
中
小
企
業
者
を
除
く
、
常
時
使
用
す

る
従
業
員
の
数
が
２
０
０
０
人
以
下
の
企
業
）
と
捉
え
て
い
る
。

経
営
者
が
創
る
“
潰
さ
な
い
会
社
創
り
”

　
本
書
で
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、「
１
０
０
年
企
業
創
り
」
が
「
潰
さ
な
い
会
社
創
り
」
で
あ
る
こ
と
の
前
提

に
立
ち
、
経
営
者
が
創
る
“
潰
さ
な
い
会
社
創
り
”
へ
の
提
言
を
意
図
し
て
執
筆
し
て
い
る
。

　
ま
ず
、
①
“
潰
さ
な
い
会
社
”
の
視
点
か
ら
、
会
社
が
ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
の
か
、
客
観
的
に
評
価
す

る
指
標
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
我
々
は
“
成
熟
度
”
と
い
う
評
価
指
標
を
提
言
し
て
い
る
。
特

に
、
新
し
い
顧
客
価
値
を
創
造
す
る
た
め
に
は
、
絶
え
ず
革
新
的
な
取
り
組
み
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

こ
の
よ
う
な
革
新
的
な
取
り
組
み
に
対
す
る
会
社
の
状
態
を
“
会
社
の
成
熟
度
”
と
定
義
付
け
て
い
る
。

﻿﻿プロローグ7



〈会社の軸経営の概念図〉

企業文化とは、仕組みを運用するときに影響を与える
「企業独自の考え方」、“ 習慣 ” に基づく「行動様式」をいう。

会社の軸経営
( 経営理念を基軸 )

必要条件 十分条件

マネジメント経営 革新する企業文化
融合

革新する
企業

　「一如」の捉え方では、対立する概念や事象であっても、
会社の価値の本質から融合することができる。

データ IV
〈一如の概念図〉

顧客本位

社会との融合 独自能力

社員重視

融合

役割と責任

社員の意識・姿勢

経営戦略

経営理念
経営ビジョン

成熟度

経営革新に対する組織の状態

社会 /市場からの経営革新要請

〈成熟度の概念図〉

外部環境の変化

成
熟
度
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

8

　
会
社
の
成
熟
度
は
、
革
新
に
向
け
た
経
営
者
の
覚
悟
の
鏡
で
あ
り
、
会
社
の
成
熟
度
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
経
営
者
自
身
の
覚
悟
の
レ
ベ
ル
に
気
付
い
て
も
ら
い
た
い
。

　
次
に
、
②
覚
悟
を
阻
害
す
る
経
営
者
の
姿
勢
と
組
織
の
壁
を
認
識
す
る
。
さ
ら
に
、
覚
悟
を
阻
害
す
る
壁
の

本
質
を
追
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
壁
を
突
破
す
る
経
営
者
の
考
え
方
の
革
新
を
図
る
。
我
々
は
、
壁
の
本
質

を
、
経
営
理
念
に
対
す
る
“
経
営
者
の
立
ち
位
置
”
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
経
営
」

か
ら
、
経
営
理
念
を
基
軸
と
し
て
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
経
営
と
企
業
文
化
を
融
合
す
る
「
会
社
の
軸
経
営
」
へ
の

脱
皮
を
提
言
し
て
い
る
。

　
最
後
に
、
③“
潰
さ
な
い
会
社
創
り
”
に
向
け
て
、
会
社
と
社
員
、
会
社
と
顧
客
、
会
社
と
社
会
等
、
様
々
な

対
立
状
態
を
克
服
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
対
立
状
態
を
克
服
す
る
軸
と
し
て
、
会
社
の
軸
経
営
に
加

え
て
、
現
在
起
こ
っ
て
い
る
事
象
に
対
し
て
、「
一
如
」
と
い
う
捉
え
方
が
不
可
欠
で
あ
る
と
提
言
し
て
い
る
。

「
一
如
」
で
捉
え
る
と
、
一
見
、
対
立
す
る
概
念
や
事
象
で
あ
っ
て
も
、
会
社
の
価
値
の
本
質
を
追
究
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
融
合
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
（「
一
如
」
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
62
ペ
ー
ジ
、
第
三
章
90
ペ

ー
ジ
参
照
）。
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本
書
の
構
成

　
第
一
章
・
第
二
章
で
は
、
成
熟
度
に
つ
い
て
の
解
説
と
そ
れ
を
高
め
る
た
め
に
必
要
な
考
え
方
を
整
理
し
て

い
る
。
自
社
の
成
熟
度
に
つ
い
て
は
巻
末
194
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
「
成
熟
度
診
断
簡
易
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

を
活
用
し
、
自
己
診
断
を
お
こ
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
そ
し
て
、
第
三
章
・
第
四
章
で
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
経
営
か
ら
軸
経
営
へ
の
脱
皮
を
提
言
、
会
社
の
軸
経
営

実
践
の
た
め
の
考
え
方
、
取
り
組
み
を
解
説
す
る
。

　
第
五
章
で
は
、
中
小
企
業
経
営
者
の
使
命
・
役
割
を
整
理
し
な
が
ら
、
我
々
の
提
言
と
の
関
係
性
を
明
確
に

す
る
。

読
者
層

・
本
気
で
会
社
を
革
新
し
た
い
経
営
者

・
本
気
で
会
社
を
革
新
す
る
経
営
者
と
運
命
を
共
に
す
る
経
営
幹
部

10

・
本
気
で
会
社
を
革
新
す
る
後
継
者

　
ま
た
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
士
業
等
の
中
小
企
業
の
支
援
者
に
対
し
て
は
、
中
小
企
業
の
支
援
の
現
場
に
お

い
て
、
本
書
の
代
弁
者
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

本
書
で
気
付
い
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

⑴
本
気
の
革
新
と
は
何
か
に
気
付
く

　
経
営
者
は
夢
追
い
人
で
あ
る
。

　
夢
を
追
い
求
め
る
経
営
者
、
夢
を
追
い
求
め
る
会
社
に
対
し
て
、
社
員
も
夢
を
共
有
し
て
、
活
力
あ
る
会
社

が
創
造
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
、
経
営
者
に
は
挑
戦
者
と
し
て
、
日
々
、
決
断

し
て
や
り
切
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
一
方
、
決
断
し
た
結
果
、
会
社
を
潰
す
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。
従
っ
て
、
正
し
い
判
断
を
す
る
た
め
に
、
ぶ
れ
な
い
決
断
軸
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
本
書
を
通
じ
て
、
気
付
い
て
い
た
だ
き
た
い
第
一
は
「
夢
追
い
人
の
経
営
者
が
、“
潰
さ
な
い
会
社
”
を
創
る

た
め
の
“
本
気
の
革
新
”
と
は
何
か
」
に
気
付
く
こ
と
で
あ
る
。
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⑵
自
社
を
客
観
的
に
診
断
す
る
目
的
に
気
付
く

　
夢
追
い
人
の
経
営
者
が
、“
本
気
の
革
新
”
を
志
向
し
て
も
、
客
観
的
に
会
社
を
評
価
す
る
基
準
に
基
づ
き
、

自
社
の
現
実
の
姿
を
把
握
で
き
な
け
れ
ば
、
正
し
い
危
機
感
が
醸
成
さ
れ
ず
、
次
の
高
み
を
目
指
す
“
本
気
の

決
断
”
に
結
び
つ
か
な
い
。
従
っ
て
、
客
観
的
に
会
社
を
評
価
す
る
基
準
は
、
表
面
的
な
数
値
や
事
象
に
と
ど

ま
ら
ず
、
そ
の
背
景
に
あ
る
仕
組
み
や
組
織
能
力
を
「
見
え
る
化
」
す
る
と
と
も
に
、
次
に
目
指
す
べ
き
状
態

を
指
し
示
す
羅
針
盤
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
本
書
を
通
じ
て
、
気
付
い
て
い
た
だ
き
た
い
第
二
は
「
自
社
を
客
観
的
に
診
断
す
る
目
的
お
よ
び
会
社
を
評

価
す
る
視
点
」
に
気
付
く
こ
と
で
あ
る
。

⑶
対
立
状
態
を
超
越
す
る
考
え
方
に
気
付
く

　“
潰
さ
な
い
会
社
創
り
”
を
追
究
し
て
、“
本
気
の
革
新
”
を
実
践
す
る
と
、
日
々
の
経
営
環
境
に
お
い
て
、

対
立
事
象
は
必
ず
起
こ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
競
合
と
の
対
立
、
社
会
と
の
対
立
、
顧
客
と
の
対
立
、

関
係
会
社
と
の
対
立
、
社
員
と
の
対
立
等
々
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
自
社
本
位
で
対
立
状
態
の
解
消
を
志
向
し
て
も
、“
潰
さ
な
い
会
社
創
り
”
に
結
び
つ
く
、
新
し
い

価
値
は
創
造
さ
れ
な
い
。
対
立
状
態
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
対
立
状
態
を
超
越
す
る
考
え
方
と
実
践
力
が
必

12

要
と
な
る
。

　
本
書
を
通
じ
て
、
気
付
い
て
い
た
だ
き
た
い
第
三
は
「“
潰
さ
な
い
会
社
”
を
創
り
続
け
る
た
め
に
、
対
立
状

態
を
超
越
す
る
考
え
方
」
に
気
付
く
こ
と
で
あ
る
。

　
経
営
者
の
覚
悟
は
、
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
で
は
醸
成
で
き
な
い
。
経
営
者
の
考
え
方
か
ら
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

本
書
が
提
供
す
る
「
3
つ
の
提
言
」
を
踏
ま
え
た
「
3
つ
の
気
付
き
」
か
ら
、“
潰
さ
な
い
会
社
創
り
”
へ
の
一

歩
を
踏
み
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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